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1、工程表  
📌 目的（ねらい）：PBL（プロジェクト学習）の 8 つのフェーズにそって、必要な情報やそのための活動内

容・進捗・必要な準備物を時系列で整理することで、チームがゴールに向けて計画的・協働的に学びを進めて

いくための「学習と実行の計画書」です。 
 ライフ（健康）プロジェクト No 

チームが目指すゴール： 

      
 
ビジョン（ありたい像）：  〜              〜 

メンバー名 
 

 
 

 
PBL 指導：鈴木 敏恵 

 

月日 

 
 

 
活 動  

（必要な情報・情報の獲得手段・する必要のある事・進捗など） 

 

準備物 

など 

 
 
 
備考 

年 

 

月 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 
  

 

 

） 

                 

月 

 

   
 
 

 

 

 

 

  

  

   

             

 月 
 
 
 
 
 

   
 

 

 

 

 

  月 
 
 
 
 
 

   
 

  

 

 

 

 

 月 
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2、実行計画書  

 

📌 目的（ねらい）：プロジェクトの目的・ゴール・対象・期間・社会的意義・成果物などを整理し、プロジェ

クトの全体像を明確にすることで、チームメンバー・関係者・外部協力者などと共通理解を持ち、実効性ある

行動につなげるための「設計図・共通言語」となる資料です。 
プロジェクト名称： ライフ（健康）プロジェクト(自分の健康は自分で守ろう！プロジェクト) メンバー名 

 

チー

ム

No. 

 

プロジェクト全体の 

ゴール（具体的な目標） 

ビジョン（目的）：  

１ チームの 

ゴール（具体的な目標） 

ビジョン（目的） 

 

２ 対象・範囲   

３ 対象者にとってのベネフィット   

４ 社会的貢献性  

５ プロジェクトの概要  

 

 

 

 

 

 

６ 期間／スケジュール  

 

 

 

 

７ 実施方向と遂行方法 

・自分（たち）の立ち位置 

提供できるもの 

 

８ マイルストーン 

（別途「工程表」） 

 

９ 関係者・組織構成  

10 必要な協力・技術・入手方法 

 

 

11 作成・開発すべきもの 

 

 

12 情報・メディア について  

 その他  
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        3、チームビルディング 
📌 目的（ねらい）：プロジェクトを円滑に進めるために、メンバー各自の特性・関心・得意分野を活かした役

割分担を行い、互いの信頼や尊重を育むことで、目的に向かって協力し合えるチームをつくることがねらいで

す。チームの一体感と責任感を高め PBL のクオリティーを高めます。 
プロジェクト全体の目標： No 

チームのゴール： 
チーム名： 
 
   

 
 

     
 

チームメンバーリスト 

氏名 

 

チームにおける 

「主たる役割」 

プロジェクトで発揮する 

主たるスキルなど 

カンタン自己紹介 個人テーマなど 備

考 

    
 
 

   

  
 

   

 

  

   
 

   

   
 

   

      

      

 
 

チームビルディングのアイディア 

チームが目指すゴールへの

おもいなど 

       よいチーム運営への具体的アイディアを３つ記入 

 

1 1 人がした情報はその瞬間にネットを使って共有しよう 

 

2  

 

3 

 

 

 

  備 考 

 


